
 　夏が旬の果物といえば、スイカですね。スイカに多く含まれるカリウム
は、疲労回復、高血圧予防、利尿作用があるとされています。また、スイ
カの赤い色素にはβカロテンが含まれており、粘膜や皮膚、免疫機能を
正常に保つとされています。夏の暑さで疲れた身体に優しく、夏バテに
効果がある食材の一つです。
　今回は、スイカを使った暑い夏にピッタリなシャーベットをご紹介します。
ゼラチンを加えることで、口当たりがなめらかで、ふんわりとした仕上がりに
なります。スイカの甘さを爽やかに感じるシャーベットで涼を取りましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　       管理栄養士　辻 友花

スイカのシャーベット
今回のお料理
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　［予約変更専用窓口］　0566-25-8103　　　
　［歯科口腔外科外来］　0566-25-8020

［ 救急外来について ］
当院の救急外来は、重症度の高い患者さんを優先に診療いたします。円滑な
救急医療を行うため、なるべくかかりつけ医か休日診療所、在宅当番医を受診
してください。必要に応じて当院にご紹介いただくシステムになっています。

［ 紹介状持参のお願い ］
当院の外来診療は紹介型専門外来です。初診の方は、地域診療所からの紹介状
（診療情報提供書）を必ずお持ちください。紹介状なしで受診された場合、初診時の
選定療養費（自費）5,000円（税抜）がかかり、待ち時間が長くなりますので
あらかじめご了承ください。

当院は、地域医療連携を推進しています。当院を受診される場合は、かかりつけ医
からの紹介と予約が必要です。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

■予約変更専用窓口について

■かかりつけ医を持ちましょう

予約の変更・確認は、予約変更専用窓口で承ります。
ただし、歯科口腔外科の場合は歯科口腔外科外来までご連絡ください。

http://www.toyota-kai .or . jp/
刈谷豊田総合病院 検索

バックナンバーは当院ホームページにてご覧いただけます日本医療機能評価機構の
認定を受けています

卒後臨床研修評価機構の
認定を受けています

ISO 9001

ISO14001

ISO15189

2006年2月に認証取得

2000年2月に認証取得

2007年2月に自己宣言に移行

2010年11月に認定取得

：

：

：

作り方

粉ゼラチンを小さじ１の水で5分ほどふやかす。
皮と種を除いたスイカを形がなくなるまでミキサーにかける。
鍋に❷とグラニュー糖を加え、中火にかける。グラニュー糖が溶け、沸騰
しない程度に温めたら火からおろす。
鍋が温かいうちに❶を加えゼラチンが溶けたら、レモン汁を加えて
バットなどの平らな容器に流し入れ、あら熱が取れたら冷凍庫で凍らせる。
表面が固まったらスプーンで全体をかき混ぜ、再び冷凍庫で凍らせる。
【目安：1人前（100g程度）→1時間程度、4人前（400g程度）→2時間程度】
スプーンですくえるかたさになったら器に盛りつけ、お好みでトッピング
をする。

❶
❷
❸

❹

❺

❻

すを Season’s Cooking

スイカ（皮と種を除いたもの）
グラニュー糖・・・・・・・・・・・・・・
レモン汁・・・・・・・・・・・・
粉ゼラチン・・・・・・・・・・・・・・・・

100g
3g

小さじ1/2
2g

材料（1人分）

広報誌

分野で社会に貢献します。保健 医療 福祉

ご自由にお取りください
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適量
大さじ1/2(7g)

［ 夏期休診日のご案内 ］
2019年8月12日（月）～15日（木）

2019年7月20日（土）、9月7日（土）、11月2日（土）
※ただし、緊急の場合はこの限りではありません。
　当院の救急外来では重症度の高い患者さんを優先に診療いたしますので、
　あらかじめご了承ください。

クロスワードの解答
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M e s s a g e
　　　

皆
さ
ま
、腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
と
い
う
病
気
は

ご
存
知
で
す
か
。腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
と
は
、腰
椎

の
椎
間
板（
軟
骨
）か
ら
髄
核
が
飛
び
出
し
、神
経
を

圧
迫
す
る
こ
と
に
よ
り
腰
痛
・
下
肢
痛（
坐
骨
神
経

痛
）・下
肢
の
し
び
れ
な
ど
の
症
状
を
出
す
病
気
で
す
。

有
病
率
の
詳
細
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

ア
メ
リ
カ
で
は
人
口
の
約
1
％
が
罹
患
し
て
い
る
と

推
定
し
た
報
告
が
あ
り
、男
女
比
は
約
2
〜
3
：
1
、

な
り
や
す
い
年
齢
は
20
〜
40
歳
代
で
す
。原
因
は
特

定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、椎
間
板
が
加
齢
や
荷
重
に

よ
っ
て
変
性
し
、椎
間
板
周
囲
の
線
維
輪
に
亀
裂
が

入
り
髄
核
が
飛
び
出
す
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

治
療
と
し
て
は
ま
ず
保
存
的
治
療
が
行
わ
れ
ま

す
。保
存
的
治
療
は
、安
静
・
薬
物
療
法（
痛
み
止
め

な
ど
）・
装
具
療
法（
コ
ル
セ
ッ
ト
）・
理
学
療
法（
温

熱
、牽
引
、体
操
な
ど
）・
ブ
ロ
ッ
ク
注
射
な
ど
が
あ

り
、こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。多
く
の

場
合
は
保
存
的
治
療
で
改
善
し
て
い
き
ま
す
が
、

ま
ひ（
足
に
力
が
入
り
に
く
い
）や
尿
が
出
な
い
な
ど

の
症
状
が
出
た
場
合
は
手
術
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、日
常
生
活
や
仕
事
に
支
障
が
出
る
期
間
が

長
い
場
合
も
手
術
が
行
わ
れ
ま
す
。手
術
は
、飛
び

出
し
た
ヘ
ル
ニ
ア
を
取
り
除
き
、神
経
へ
の
圧
迫

を
な
く
す
も
の
で
す
が
、切
開
す
る
場
合
と
内
視
鏡

を
用
い
る
場
合
が
あ
り
、い
ず
れ
の
方
法
も
痛
み
を

早
く
改
善
さ
せ
て
日
常
生
活
や
仕
事
へ
の
復
帰
を
早

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
か
し
、誰
し
も
手
術
を

す
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で「
椎
間
板
内
酵
素
注
入
療
法
」と
い
う
新

し
い
治
療
法
が
登
場
し
ま
し
た
。ヘ
ル
ニ
ア
の
出
て

い
る
椎
間
板
に
コ
ン
ド
リ
ア
ー
ゼ
と
い
う
酵
素
を

注
射
し
て
、髄
核
の
保
水
成
分（
水
分
が
多
く
含
ま

れ
る
軟
骨
成
分
）を
分
解
し
、水
分
に
よ
る
膨
ら
み

を
適
度
に
和
ら
げ
ま
す
。そ
の
結
果
、神
経
へ
の
圧

迫
が
改
善
し
て
痛
み
や
し
び
れ
が
軽
減
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
酵
素
注
入
療
法
は
、名
古
屋
大
学
整
形
外
科

が
開
発
し
、長
い
年
月
を
か
け
て
よ
う
や
く
実
際
に

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、当
科
で
も

す
で
に
18
名
の
患
者
さ
ん
に
行
い
、痛
み
が
半
分
以

下
に
な
っ
た
方
が
9
名（
50
％
）、お
よ
そ
3
分
の
2

改
善
し
た
方
が
3
名（
17
％
）と
、約
7
割
の
方
が
改

善
し
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア

す
べ
て
の
患
者
さ
ん
に
適
応
が
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、今
後
、手
術
に
至
る
前
の
治
療
法
と

し
て
期
待
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

坐
骨
神
経
痛
や
足
の
し
び
れ
に
お
悩
み
の
方
は

ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

［ 豊 田 会 理 念 ］

［ 豊 田 会 方 針 ］

［患者の権利と責務］

保健・医療・福祉分野で社会に貢献します
温かい思いをこめた、質の高い保健・医療・福祉サービスを提供します

私たちは患者の皆さまの権利を尊重し、安全で質の高い医療の提供に
努めます。そのためには、患者の皆さまの主体的な参加が不可欠です。
以下に掲げる事項は、患者さんと医療従事者が守るべき事項です。

１．安心して最善の医療を公平に受ける権利を尊重します。
２．医療機関を自由に選択し、他の医師の意見を求める権利を尊重します。
３．治療に関する情報を知り、説明を受ける権利を尊重します。
４．治療に関する方法を自己の意思で決定する権利を尊重します。
５．個人の情報が保護される権利を尊重します。

【 

患
者
の
権
利 

】
１．自ら選んだ治療方針に沿って医療に参加する責任があります。ご自身の健康に関する情報を
　医療者にできるだけ正確に伝え、また、同意された医療上の指示に従ってください。
２．病院の規則を守り、犯罪行為、迷惑行為を行わないなどの社会的ルールを守る責任があります。 
３．検査や治療のために、必要な医療費を負担する責任があります。

【 

患
者
の
責
務 

】

松原 祐二
刈谷豊田総合病院　副院長

登
場
！

腰
椎
椎
間
板
ヘルニ
ア
に

新
し
い
治
療
法

ず
い
か
く

熱中症に気をつけよう！

・屋外では帽子をかぶる　・こまめな水分摂取
・日陰を利用　・日傘を使用

予防のためにできること

①涼しい場所に移動させる
②衣服を緩める
③スポーツドリンクや食塩水（0.1～0.2%）などを飲ませる
④体に水をかけたり濡れタオルをあててあおいだりして体を冷やす

　※特に太い血管のある両側首筋・脇の下・鼠径部などを冷やすと体温の
　　下がりが早いと言われています。

熱中症かも･･･と思ったら

尊い命、守れるのはあなたです。

そ けい

■熱中症とは

■熱中症の重症度レベル

■予防と対策

手足のしびれ、めまい、立ちくらみ、筋
肉のこむら返り、気分が悪い、ぼーっと
する

涼しい場所で水分補給や塩分補給をし
ましょう

頭がガンガンする、嘔気・嘔吐、倦怠感、
意識がなんとなくおかしい

Ⅰ度の治療に加え、積極的に体を冷やし、
場合によっては病院へ搬送することも
必要です

体が熱い、まっすぐに歩けない・走れな
い、意識がない、けいれんが起きる

直ちに救急車を呼んで病院へ搬送して
ください

Ⅰ度

症状重症度 対処方法

Ⅱ度

Ⅲ度

高温多湿な環境下で体内の水分や塩分(ナトリウムなど)のバランスが崩れたり、
体内の調整機能が破綻したりするなどして発症する障害の総称です。屋外だけで
なく屋内でも発症し、熱放散ができず体に熱がたまり、体温が上昇することで
熱中症になります。

小児科　山田 緑

よ
う
つ
い
つ
い
か
ん
ば
ん

せ
ん 

い 

り
ん
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術
に
至
る
前
の
治
療
法
と

し
て
期
待
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

坐
骨
神
経
痛
や
足
の
し
び
れ
に
お
悩
み
の
方
は

ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

［ 豊 田 会 理 念 ］

［ 豊 田 会 方 針 ］

［患者の権利と責務］

保健・医療・福祉分野で社会に貢献します
温かい思いをこめた、質の高い保健・医療・福祉サービスを提供します

私たちは患者の皆さまの権利を尊重し、安全で質の高い医療の提供に
努めます。そのためには、患者の皆さまの主体的な参加が不可欠です。
以下に掲げる事項は、患者さんと医療従事者が守るべき事項です。

１．安心して最善の医療を公平に受ける権利を尊重します。
２．医療機関を自由に選択し、他の医師の意見を求める権利を尊重します。
３．治療に関する情報を知り、説明を受ける権利を尊重します。
４．治療に関する方法を自己の意思で決定する権利を尊重します。
５．個人の情報が保護される権利を尊重します。

【 

患
者
の
権
利 

】
１．自ら選んだ治療方針に沿って医療に参加する責任があります。ご自身の健康に関する情報を
　医療者にできるだけ正確に伝え、また、同意された医療上の指示に従ってください。
２．病院の規則を守り、犯罪行為、迷惑行為を行わないなどの社会的ルールを守る責任があります。 
３．検査や治療のために、必要な医療費を負担する責任があります。

【 

患
者
の
責
務 

】

松原 祐二
刈谷豊田総合病院　副院長

登
場
！

腰
椎
椎
間
板
ヘルニ
ア
に

新
し
い
治
療
法

ず
い
か
く

熱中症に気をつけよう！

・屋外では帽子をかぶる　・こまめな水分摂取
・日陰を利用　・日傘を使用

予防のためにできること

①涼しい場所に移動させる
②衣服を緩める
③スポーツドリンクや食塩水（0.1～0.2%）などを飲ませる
④体に水をかけたり濡れタオルをあててあおいだりして体を冷やす

　※特に太い血管のある両側首筋・脇の下・鼠径部などを冷やすと体温の
　　下がりが早いと言われています。

熱中症かも･･･と思ったら

尊い命、守れるのはあなたです。

そ けい

■熱中症とは

■熱中症の重症度レベル

■予防と対策

手足のしびれ、めまい、立ちくらみ、筋
肉のこむら返り、気分が悪い、ぼーっと
する

涼しい場所で水分補給や塩分補給をし
ましょう

頭がガンガンする、嘔気・嘔吐、倦怠感、
意識がなんとなくおかしい

Ⅰ度の治療に加え、積極的に体を冷やし、
場合によっては病院へ搬送することも
必要です

体が熱い、まっすぐに歩けない・走れな
い、意識がない、けいれんが起きる

直ちに救急車を呼んで病院へ搬送して
ください

Ⅰ度

症状重症度 対処方法

Ⅱ度

Ⅲ度

高温多湿な環境下で体内の水分や塩分(ナトリウムなど)のバランスが崩れたり、
体内の調整機能が破綻したりするなどして発症する障害の総称です。屋外だけで
なく屋内でも発症し、熱放散ができず体に熱がたまり、体温が上昇することで
熱中症になります。

小児科　山田 緑

よ
う
つ
い
つ
い
か
ん
ば
ん

せ
ん 

い 

り
ん



高浜分院は、2009年4月に高浜市から高浜市立病
院の移譲を受けて病床数104床で開院しました。
以降、健診センターや高浜訪問看護ステーションを
設置し、地域に根差した病院をめざして歩みを進め
てまいりましたが、建物・設備などの老朽化を踏ま
え、このたび新築移転いたしました。

高浜市民の皆さまはもとより、西三河南部西医療
圏の更なる医療の充実をはかるとともに、疾病の早
期発見と予防を通じての健康な生活づくりを支援
し、より地域の皆さまに親しまれ信頼される病院と
なるべく医療・保健の増進をめざしてまいります。 2019年6月まで

医療法人豊田会 
刈谷豊田総合病院東分院

2019年7月から

医療法人豊田会は基本理念「保健・医療・福
祉分野で社会に貢献します」に基づき、それ
ぞれの地域において役割をしっかりと果た
し、より地域の皆さまに親しまれ信頼される
病院をめざしてまいります。

7/1 東分院と高浜分院の病院名を変更しました7/1 「高浜豊田病院」として新築移転しました

院　　長
所 在 地

病 床 数

林 良成
〒444-1332
高浜市湯山町6丁目7番地3
TEL.0566-52-5522

142床（療養病床・一般病床）

診 療 科
機　  能
附帯事業
建物概要

内科、外科、整形外科、眼科
健診センター、透析センター
高浜訪問看護ステーション
鉄筋コンクリート造り（耐震）　6階建て
敷地面積：7,616㎡　　　　　　
建物延床面積：10,443㎡　

両病院での初診において選定療養費はかかりません

◇一般病床の設置
療養病床に加え一般病床を設け、回復期の患者さんの
入院医療を行います。

◇透析センターの新設
高浜市内初の透析医療施設として透析ベッド30床と
専門スタッフを配置して地域の慢性腎臓病患者さん
に透析治療を提供します。※透析ベッド数は病床数に含まず。

◇鎮静下内視鏡検査の導入
鎮静剤を用いた内視鏡検査を導入し、より負荷の少な
い内視鏡検査を実施します。

◇白内障手術の開始
白内障で手術が必要な患者さんに手術を行います。

◇健診センターの拡充
女性専用エリアを新設し、プライバシーに配慮した健診環境
を提供するとともに、効率的で快適な健診を実施します。
高浜市総合検診や人間ドックを通して、地域の皆さまの
健康増進および疾病予防に寄与します。

刈谷豊田東病院刈谷豊田東病院

エントランスエントランス

4人病室4人病室

透析センター透析センター

高浜豊田病院高浜豊田病院

健診センター

医療法人豊田会 
刈谷豊田総合病院高浜分院

刈谷豊田東病院

47

474
高浜豊田病院

●高浜中
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主
に
生
後
6
〜
60
か
月
ま
で
の
乳
幼
児
期
に
起

こ
る
、通
常
は
38
℃
以
上
の
発
熱
に
伴
う
発
作
性

疾
患（
け
い
れ
ん
性
、非
け
い
れ
ん
性
を
含
む
）で
、

髄
膜
炎
な
ど
の
中
枢
神
経
感
染
症
、代
謝
異
常
、そ
の

他
の
明
ら
か
な
発
作
の
原
因
が
み
ら
れ
な
い
も
の

で
、て
ん
か
ん
の
既
往
の
あ
る
も
の
は
除
外
さ
れ
る
。

　

　　　

熱
性
け
い
れ
ん
は
、小
児
期
の
け
い
れ
ん
の
中
で
最

も
高
頻
度
に
み
ら
れ
る
疾
患
で
す
。熱
性
け
い
れ
ん
診

療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
2
0
1
5（
日
本
小
児
神
経
学
会
）

で
は
次
の
と
お
り
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
熱
性
け
い
れ
ん
の
分
類

　

熱
性
け
い
れ
ん
は
、複
雑
型
と
単
純
型
に
分
か
れ
ま
す
。

　

■
具
体
的
な
症
状

以
上
の
よ
う
に
、さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。

■
検
査
・
治
療

　　　

血
液
・
ウ
イ
ル
ス
・
細
菌
検
査
な
ど
の
ほ
か
に
、け

い
れ
ん
の
原
因
と
し
て
脳
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
に
脳
波
検
査
、画
像
検
査（
M
R
I
・

C
T
）な
ど
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。脳
波
検
査
は

け
い
れ
ん
後
7
日
以
降
が
有
効
で
す（
7
日
未
満
で

は
、正
し
い
評
価
が
得
に
く
い
た
め
）。

　　　

ほ
と
ん
ど
の
熱
性
け
い
れ
ん
は
5
分
以
内
に
自
然

に
落
ち
着
く
こ
と
が
多
く
、単
純
型
熱
性
け
い
れ
ん

の
場
合
は
特
に
投
薬
せ
ず
、経
過
観
察
に
な
る
こ
と

が
多
い
で
す
。複
数
回
繰
り
返
す
単
純
型
熱
性
け
い

れ
ん
や
複
雑
型
熱
性
け
い
れ
ん
に
は
、薬
を
定
期
的

に
投
与
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　　　　

脳
波
検
査
と
は
、脳
の
活
動
に
よ
り
流
れ
る
小
さ
な

電
気
信
号
を
脳
波
波
形（
図
1
）と
し
て
記
録
す
る
検

査
で
す
。検
査
の
主
な
目
的
と
し
て
、て
ん
か
ん
の
診

断
や
薬
剤
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
状
況
の
評
価
、脳
機
能
の

評
価
が
あ
り
ま
す
。頭
に
検
査
用
ク
リ
ー
ム
と
約
30

個
の
電
極
を
装
着
し
、上
向
き
に
寝
た
状
態
で
検
査
を

行
い
ま
す
。検
査
に
伴
う
痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
脳
波
検
査
の
流
れ

①
開
眼
・
閉
眼

　

技
師
の
指
示
に
合
わ
せ
て
、目
を
開
け
た
り
閉
じ
た

　

り
し
ま
す
。

②
呼
吸

　

目
を
閉
じ
た
ま
ま
、指
示
に
合
わ
せ
て
深
呼
吸
を  

　

3
分
間
行
い
ま
す
。

③
光
刺
激

　

目
の
前
で
チ
カ
チ
カ
と
光
を
点
滅
さ
せ
、脳
の
反
応

　

を
見
ま
す
。目
を
閉
じ
、覚
醒（
意
識
が
あ
る
）状
態

　

で
検
査
を
し
ま
す
。

④
睡
眠

　

眠
っ
て
い
る
状
態
の
脳
波
を
記
録
し
ま
す
。

※
①
〜
③
の
指
示
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
、

　

④
の
み
行
い
ま
す
。

※
自
然
睡
眠
が
難
し
い
場
合
、医
師
の
指
示
に
よ
り
眠

　

り
を
誘
う
薬
を
使
用
し
ま
す
。

図1 脳波波形　

異常波

脳
波
で
の
検
査
方
法

越
智 

悠

臨
床
検
査
技
師

複雑型熱性けいれん

複
雑
型
熱
性
け
い
れ
ん
①
②
③
の
項
目
の
う
ち
、

い
ず
れ
も
該
当
し
な
い
も
の

左
記
3
項
目
の
う
ち
1
つ
以
上
を
持
つ
も
の

単純型熱性けいれん

① 

焦
点
性
発
作（
部
分
発
作
）の
要
素
が
あ
る

② 

15
分
以
上
持
続
す
る
発
作

③ 

1
回
熱
が
出
て
下
が
る
ま
で
の
通
常
24
時
間

 　

以
内
に
、複
数
回
反
復
す
る
発
作

体
の
一
部
分
に
み
ら
れ
る
焦
点
性
運
動
発
作

半
身
け
い
れ
ん
や
眼
球
が
偏
る
な
ど

左
右
差
の
あ
る
発
作

一
点
凝
視
や
動
作
停
止
の
み
で
け
い
れ
ん
を

伴
わ
な
い
意
識
障
害

・・・
要素

特 集子どもの
熱性けいれん

 

熱
性
け
い
れ
ん
と
は

山
田 

緑

日
本
小
児
科
学
会　

専
門
医

小
児
科　

部
長 

兼 

新
生
児
科　

部
長

・
白
目
を
む
く

・
泡
を
吹
く

・
呼
び
か
け
に
反
応
せ
ず
、

  

顔
色
が
悪
く
な
る

・
体
が
硬
直
し
、ガ
タ
ガ
タ
震
え
る　

な
ど

※
1 

ジ
ア
ゼ
パ
ム（
ダ
イ
ア
ッ
プ
・
セ
ル
シ
ン
な
ど
）や
フ
ェ
ノ
バ
ル
ビ

      

タ
ー
ル（
フ
ェ
ノ
バ
ー
ル
な
ど
）

治
療

検
査

※1

神
経
細
胞
が
過
剰
な
活
動
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
り

発
作
が
繰
り
返
し
起
こ
る
病
気

て
ん
か
ん
と
は
：
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よ
う
に
、さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。

■
検
査
・
治
療

　　　

血
液
・
ウ
イ
ル
ス
・
細
菌
検
査
な
ど
の
ほ
か
に
、け

い
れ
ん
の
原
因
と
し
て
脳
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
に
脳
波
検
査
、画
像
検
査（
M
R
I
・

C
T
）な
ど
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。脳
波
検
査
は

け
い
れ
ん
後
7
日
以
降
が
有
効
で
す（
7
日
未
満
で

は
、正
し
い
評
価
が
得
に
く
い
た
め
）。

　　　

ほ
と
ん
ど
の
熱
性
け
い
れ
ん
は
5
分
以
内
に
自
然

に
落
ち
着
く
こ
と
が
多
く
、単
純
型
熱
性
け
い
れ
ん

の
場
合
は
特
に
投
薬
せ
ず
、経
過
観
察
に
な
る
こ
と

が
多
い
で
す
。複
数
回
繰
り
返
す
単
純
型
熱
性
け
い

れ
ん
や
複
雑
型
熱
性
け
い
れ
ん
に
は
、薬
を
定
期
的

に
投
与
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　　　　

脳
波
検
査
と
は
、脳
の
活
動
に
よ
り
流
れ
る
小
さ
な

電
気
信
号
を
脳
波
波
形（
図
1
）と
し
て
記
録
す
る
検

査
で
す
。検
査
の
主
な
目
的
と
し
て
、て
ん
か
ん
の
診

断
や
薬
剤
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
状
況
の
評
価
、脳
機
能
の

評
価
が
あ
り
ま
す
。頭
に
検
査
用
ク
リ
ー
ム
と
約
30

個
の
電
極
を
装
着
し
、上
向
き
に
寝
た
状
態
で
検
査
を

行
い
ま
す
。検
査
に
伴
う
痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
脳
波
検
査
の
流
れ

①
開
眼
・
閉
眼

　

技
師
の
指
示
に
合
わ
せ
て
、目
を
開
け
た
り
閉
じ
た

　

り
し
ま
す
。

②
呼
吸

　

目
を
閉
じ
た
ま
ま
、指
示
に
合
わ
せ
て
深
呼
吸
を  

　

3
分
間
行
い
ま
す
。

③
光
刺
激

　

目
の
前
で
チ
カ
チ
カ
と
光
を
点
滅
さ
せ
、脳
の
反
応

　

を
見
ま
す
。目
を
閉
じ
、覚
醒（
意
識
が
あ
る
）状
態

　

で
検
査
を
し
ま
す
。

④
睡
眠

　

眠
っ
て
い
る
状
態
の
脳
波
を
記
録
し
ま
す
。

※
①
〜
③
の
指
示
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
、

　

④
の
み
行
い
ま
す
。

※
自
然
睡
眠
が
難
し
い
場
合
、医
師
の
指
示
に
よ
り
眠

　

り
を
誘
う
薬
を
使
用
し
ま
す
。

図1 脳波波形　
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法
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複雑型熱性けいれん

複
雑
型
熱
性
け
い
れ
ん
①
②
③
の
項
目
の
う
ち
、

い
ず
れ
も
該
当
し
な
い
も
の

左
記
3
項
目
の
う
ち
1
つ
以
上
を
持
つ
も
の

単純型熱性けいれん

① 

焦
点
性
発
作（
部
分
発
作
）の
要
素
が
あ
る

② 

15
分
以
上
持
続
す
る
発
作

③ 

1
回
熱
が
出
て
下
が
る
ま
で
の
通
常
24
時
間

 　

以
内
に
、複
数
回
反
復
す
る
発
作

体
の
一
部
分
に
み
ら
れ
る
焦
点
性
運
動
発
作

半
身
け
い
れ
ん
や
眼
球
が
偏
る
な
ど

左
右
差
の
あ
る
発
作

一
点
凝
視
や
動
作
停
止
の
み
で
け
い
れ
ん
を

伴
わ
な
い
意
識
障
害

・・・
要素

特 集子どもの
熱性けいれん

 

熱
性
け
い
れ
ん
と
は

山
田 

緑

日
本
小
児
科
学
会　

専
門
医

小
児
科　

部
長 

兼 

新
生
児
科　

部
長

・
白
目
を
む
く

・
泡
を
吹
く

・
呼
び
か
け
に
反
応
せ
ず
、

  

顔
色
が
悪
く
な
る

・
体
が
硬
直
し
、ガ
タ
ガ
タ
震
え
る　

な
ど

※
1 

ジ
ア
ゼ
パ
ム（
ダ
イ
ア
ッ
プ
・
セ
ル
シ
ン
な
ど
）や
フ
ェ
ノ
バ
ル
ビ

      

タ
ー
ル（
フ
ェ
ノ
バ
ー
ル
な
ど
）

治
療

検
査

※1

神
経
細
胞
が
過
剰
な
活
動
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
り

発
作
が
繰
り
返
し
起
こ
る
病
気

て
ん
か
ん
と
は
：



　■
何
の
た
め
に
す
る
検
査
な
の
？

　
診
察
や
検
査
の
過
程
で
、頭
の
中
に
疾
患
が
疑
わ
れ

た
と
き
に
M
R
I
や
C
T
の
出
番
と
な
り
ま
す
。

■
特
徴

　
M
R
I
は
磁
石
の
力
を
利
用
し
て
い
る
た
め
被
ば

く
が
な
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。し
か
し
、検
査
時
間
が

長
く（
約
15
分
）検
査
中
は
か
な
り
大
き
い
音
が
出
る

た
め
、お
子
さ
ま
が
検
査
中
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が

難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
検
査
は
眠
っ

た
状
態
で
行
い
ま
す
。お
子
さ
ま
が
熟
睡
し
た
こ
と

を
確
認
し
て
か
ら
の
検
査
と
な
り
ま
す
の
で
、予
定

時
間
か
ら
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
金
属（
磁
石
に
付
く
も
の
）を
身
に
着
け
て
い
る
と

検
査
室
へ
の
入
室
が
で
き
ま
せ
ん
。画
像
が
乱
れ
て

検
査
に
支
障
が
で
る
だ
け
で
な
く
、M
R
I
の
磁
力

に
金
属
が
引
っ
張
ら
れ
て
し
ま
い
大
変
危
険
な
た
め

注
意
が
必
要
で
す
。

　
主
に
頭
の
な
か
に
出
血
が
起
き
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
認
し
ま
す
。こ
の
検
査
は
短
時
間
で
検
査
が
可
能

で
す
が
被
ば
く
を
伴
う
た
め
一
刻
を
争
う
事
態
の
際

に
活
躍
し
ま
す
。

　
ヘ
ア
ピ
ン
な
ど
金
属
が
頭
に
つ
い
て
い
る
と
画
像
に

写
る
た
め
、は
ず
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　■
熱
性
け
い
れ
ん
の
時
に
使
用
す
る
薬

　
過
去
に
熱
性
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る

お
子
さ
ま
に
は
、発
熱
時
に
け
い
れ
ん
予
防
の
目
的
で

ジ
ア
ゼ
パ
ム
と
い
う
薬（
主
に
ダ
イ
ア
ッ
プ
坐
薬
）を

使
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、け
い
れ
ん
の
状
態

に
よ
り
使
用
し
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、医
師
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
ジ
ア
ゼ
パ
ム
の
副
作
用

　
け
い
れ
ん
予
防
を
確
実
に
行
う
た
め
に
必
要
な
量

の
薬
を
使
用
す
る
と
、眠
気
や
ふ
ら
つ
き
、ぐ
っ
た
り

す
る
な
ど
の
副
作
用
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

治
療
中
は
、転
倒
に
よ
る
け
が
に
注
意
し
、十
分
に
観

察
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。ま
た
、薬
を
使
用
し
た

際
に
、ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
状
態
が
長
く
続
い
て
い

る
時
は
、早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
熱
性
け
い
れ
ん
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
お
子
さ
ま

　
に
注
意
す
る
薬

　
ぜ
ん
そ
く
や
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
疾
患（
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
な
ど
）で
、抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬（
特
に
眠

気
が
強
く
で
る
も
の
）と
い
う
種
類
の
薬
を
服
用
す

る
こ
と
で
、熱
性
け
い
れ
ん
の
持
続
時
間
が
長
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、薬
の
選
択
に
は
注
意
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
薬
を
服
用
中
、も
し

く
は
服
用
予
定
の
場
合
は
、熱
性
け
い
れ
ん
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
と
医
師
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
け
い
れ
ん
を
発
見
し
た
ら

　
身
体
を
ゆ
す
っ
た
り
叩
い
た
り
せ
ず
、呼
び
か
け

な
が
ら
衣
服
を
緩
め
横
向
き
に
寝
か
せ
て
く
だ
さ

い
。呼
吸
を
し
や
す
く
し
、吐
い
た
物
が
喉
に
詰
ま
る

こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。ま
た
、口
の
中
に
ハ
ン
カ
チ
や
指

を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い（
歯
が
折
れ
る
、指
を
か
ま

れ
る
、刺
激
で
吐
い
て
気
管
に
詰
ま
る
こ
と
な
ど
が

あ
り
危
険
で
す
）。

　
け
い
れ
ん
時
の
様
子（
目
つ
き
、顔
色
、手
・
足
の
動

き
）や
、け
い
れ
ん
の
持
続
時
間
、体
温
な
ど
の
状
態

を
確
認
し
、意
識
が
し
っ
か
り
戻
る
ま
で
必
ず
そ
ば

に
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
ん
な
時
は
す
ぐ
に
受
診
！

け
い
れ
ん
と
薬
の
関
係

小
早
川 

佳
子

薬
剤
師

け
い
れ
ん
が
起
き
て
し
ま
っ
た
ら佐

野 

京
子

看
護
師
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R
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図2 MRI画像

図3 MRI検査までの流れ
C
T
検
査

M
R
I
検
査

熟睡し、ほぼ動いていないとき 眠りが浅く、動いているとき

昼
寝
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て

く
だ
さ
い

可
能
で
あ
れ
ば
適
度
に
体
を
動
か
し

て
き
て
く
だ
さ
い

・・
来院まで

小
児
科
外
来
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

前
処
置
を
行
い
ま
す

（
入
眠
剤
を
投
与
し
ま
す
）

・・
病院にて

ソ
フ
ァ
で
お
休
み
い
た
だ
き
ま
す

熟
睡
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
検
査
を

行
い
ま
す

・・
検査室にて

・
初
め
て
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
と
き

・
け
い
れ
ん
が
5
分
以
上
続
く
か
何
回
も
繰
り
返
す
と
き

・
体
の
一
部
だ
け
の
け
い
れ
ん
や
左
右
の
差
が
強
い
と
き

・
け
い
れ
ん
後
30
分
以
上
意
識
が
回
復
し
な
い
と
き

・
体
の
動
き
が
悪
い
と
き

・
な
ん
と
な
く
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
て

  

反
応
が
い
つ
も
と
違
う
と
き

※
病
院
に
着
く
ま
で
、呼
吸
状
態
、顔
色
、手
足
の
動
き
な
ど
を

 

　
観
察
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。



　■
何
の
た
め
に
す
る
検
査
な
の
？

　
診
察
や
検
査
の
過
程
で
、頭
の
中
に
疾
患
が
疑
わ
れ

た
と
き
に
M
R
I
や
C
T
の
出
番
と
な
り
ま
す
。

■
特
徴

　
M
R
I
は
磁
石
の
力
を
利
用
し
て
い
る
た
め
被
ば

く
が
な
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。し
か
し
、検
査
時
間
が

長
く（
約
15
分
）検
査
中
は
か
な
り
大
き
い
音
が
出
る

た
め
、お
子
さ
ま
が
検
査
中
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が

難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
検
査
は
眠
っ

た
状
態
で
行
い
ま
す
。お
子
さ
ま
が
熟
睡
し
た
こ
と

を
確
認
し
て
か
ら
の
検
査
と
な
り
ま
す
の
で
、予
定

時
間
か
ら
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
金
属（
磁
石
に
付
く
も
の
）を
身
に
着
け
て
い
る
と

検
査
室
へ
の
入
室
が
で
き
ま
せ
ん
。画
像
が
乱
れ
て

検
査
に
支
障
が
で
る
だ
け
で
な
く
、M
R
I
の
磁
力

に
金
属
が
引
っ
張
ら
れ
て
し
ま
い
大
変
危
険
な
た
め

注
意
が
必
要
で
す
。

　
主
に
頭
の
な
か
に
出
血
が
起
き
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
認
し
ま
す
。こ
の
検
査
は
短
時
間
で
検
査
が
可
能

で
す
が
被
ば
く
を
伴
う
た
め
一
刻
を
争
う
事
態
の
際

に
活
躍
し
ま
す
。

　
ヘ
ア
ピ
ン
な
ど
金
属
が
頭
に
つ
い
て
い
る
と
画
像
に

写
る
た
め
、は
ず
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　■
熱
性
け
い
れ
ん
の
時
に
使
用
す
る
薬

　
過
去
に
熱
性
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る

お
子
さ
ま
に
は
、発
熱
時
に
け
い
れ
ん
予
防
の
目
的
で

ジ
ア
ゼ
パ
ム
と
い
う
薬（
主
に
ダ
イ
ア
ッ
プ
坐
薬
）を

使
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、け
い
れ
ん
の
状
態

に
よ
り
使
用
し
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、医
師
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
ジ
ア
ゼ
パ
ム
の
副
作
用

　
け
い
れ
ん
予
防
を
確
実
に
行
う
た
め
に
必
要
な
量

の
薬
を
使
用
す
る
と
、眠
気
や
ふ
ら
つ
き
、ぐ
っ
た
り

す
る
な
ど
の
副
作
用
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

治
療
中
は
、転
倒
に
よ
る
け
が
に
注
意
し
、十
分
に
観

察
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。ま
た
、薬
を
使
用
し
た

際
に
、ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
状
態
が
長
く
続
い
て
い

る
時
は
、早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
熱
性
け
い
れ
ん
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
お
子
さ
ま

　
に
注
意
す
る
薬

　
ぜ
ん
そ
く
や
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
疾
患（
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
な
ど
）で
、抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬（
特
に
眠

気
が
強
く
で
る
も
の
）と
い
う
種
類
の
薬
を
服
用
す

る
こ
と
で
、熱
性
け
い
れ
ん
の
持
続
時
間
が
長
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、薬
の
選
択
に
は
注
意
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
薬
を
服
用
中
、も
し

く
は
服
用
予
定
の
場
合
は
、熱
性
け
い
れ
ん
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
と
医
師
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
け
い
れ
ん
を
発
見
し
た
ら

　
身
体
を
ゆ
す
っ
た
り
叩
い
た
り
せ
ず
、呼
び
か
け

な
が
ら
衣
服
を
緩
め
横
向
き
に
寝
か
せ
て
く
だ
さ

い
。呼
吸
を
し
や
す
く
し
、吐
い
た
物
が
喉
に
詰
ま
る

こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。ま
た
、口
の
中
に
ハ
ン
カ
チ
や
指

を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い（
歯
が
折
れ
る
、指
を
か
ま

れ
る
、刺
激
で
吐
い
て
気
管
に
詰
ま
る
こ
と
な
ど
が

あ
り
危
険
で
す
）。

　
け
い
れ
ん
時
の
様
子（
目
つ
き
、顔
色
、手
・
足
の
動

き
）や
、け
い
れ
ん
の
持
続
時
間
、体
温
な
ど
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認知症は「脳の病気」です。記憶・判断することが困
難に感じてくることなどが特徴的です。
認知症になっても本人の意思が尊重され、できる
限り住み慣れた環境で暮らし続けられることが大切
です。地域の特性を考慮したサポートができるよう
に、市町村単位で支え方の検討が進められていま
す。そのサポート体制のひとつとして、行政が設置し
ているのが「認知症初期集中支援チーム」です。
認知症の症状の1つとして受診をいやがる方や、
認知症と診断されることを恐れて受診をしない
方など、医療と全くつながっていない方、支援者の
関わりが保てていない方などを対象としています。

地域を担当している「認知症サポート医」と「医療職
チーム員・福祉職チーム員」の三者で会議を行い、
６カ月を目安に状況の改善をはかります。認知症初
期集中支援チームに関するお問い合わせは、お住
まいの市役所・町役場へご連絡ください。

「認知症初期集中支援チーム」をご存知ですか？

訪問看護・訪問診療を利用するには

医療ソーシャルワーカー　樋渡 貴晴

認知症初期集中支援チームとは
複数の専門職が家族の訴え等により認知症が
疑われる人や認知症の人及びその家族を訪問
し、アセスメント、家族支援等の初期の支援を包
括的・集中的（おおむね６ヶ月）に行い、自立生
活のサポートを行うチームをいう。

Dさんは75歳の男性、大腸がんで症状の緩和を
目的に化学療法を受けています。最近は食欲がな
く、体がだるいため通院自体がしんどくなってきま
した。Dさんの「あまり入院はせずに極力自宅で生
活を続けたい」との意向に妻もできるだけ沿いた
いようですが、具体的にどうすればよいか分かりま
せん。主治医に相談したところ、医療福祉相談グ
ループでの相談を勧められて来室されました。
ご夫婦の話をお聞きして、まずは訪問看護の利用
をお勧めしました。Dさんとしては自分の症状につ
いて身近に相談ができること、妻としては日々の
Dさんの症状への対処方法や、24時間いつでも急
変時の対応について相談できることが決め手とな
り、利用を希望されました。訪問看護ステーション

に連絡し、数日後には週1回の利用が開始となり
ました。
1カ月後、妻が再び当グループに来室。化学療法
は副作用が強くなってきたため本人・主治医と相
談して中止をし、主治医より自宅に訪問して診察
してくれる（訪問診療）診療所を当グループで紹介
してもらうよう勧められたとのこと。自宅近くの診
療所に連絡し、翌週から訪問診療が利用できるこ
とになりました。
当グループでは、通院中の方が安心して自宅で
療養生活が送れるよう、主治医と協働して訪問看
護・訪問診療の利用を支援しています。ご不明な
点や詳細は、当院患者サポートセンター（医療福
祉相談グループ）にご相談ください。

（引用：厚生労働省ホームページ）

主任介護支援専門員　大羽 啓允
刈谷中部地域包括支援センター　

■
P
S
A
と
は

　
P
S
A
はprostate-specific 

antigen 

の
略
称
で
日
本
語
訳
は「
前

立
腺
特
異
抗
原
」で
す
。前
立
腺
か
ら

精
液
中
に
分
泌
さ
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
の

一
種
で
す
が
、前
立
腺
に
疾
患
や
炎
症

が
あ
る
と
血
液
の
中
に
混
ざ
り
ま
す
。

■
前
立
腺
が
ん
と
は

　
前
立
腺
が
ん
は
60
歳
以
上
に
多
い
男

性
特
有
の
疾
患
で
す
。（
国
立
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
よ
り
）

近
年
患
者
数
が
急
増
し
て
お
り
、国
立

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
が
ん
罹
患
数
予

測 

（
男
性
・
2
0
1
8
年
）で
は
胃
・
大

腸
・
肺
に
次
い
で
4
番
目
に
多
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、早
期
発
見
・
治
療
で
完

治
を
目
指
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
な
ぜ
P
S
A
を
検
査
す
る
の
？

　
P
S
A
は
前
立
腺
の
異
常
で
鋭
敏

に
数
値
が
上
が
る
の
で〝
前
立
腺
が
ん

疑
い
〞の
人
を
見
つ
け
る
有
効
な
指
標

で
す
。早
期
前
立
腺
が
ん
は
自
覚
症
状

が
な
く
気
付
き
に
く
い
た
め
、P
S
A

検
査
に
は〝
前
立
腺
が
ん
疑
い
〞の
人

を
見
つ
け
て
次
の
検
査
に
案
内
す
る

重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

■
検
査
方
法

①
採
血
し
ま
す（
採
血
管
1
本
分
）。

②
自
動
分
析
装
置
で
検
体（
血
液
）と

　
検
査
試
薬
を
反
応
さ
せ
、反
応
結

　
果
を
判
定
し
ま
す
。

※
装
置
は
毎
日
朝
と
昼
に
点
検
し
、正

　
確
に
測
定
で
き
る
こ
と
を
確
認
し

　
て
い
ま
す
。

③
臨
床
検
査
技
師
が
反
応
結
果
を
過

　
去
の
検
査
値
や
診
療
情
報
と
照
ら

　
し
、検
査
の
妥
当
性
を
確
認
し
ま
す
。

以
上
を
経
て
、採
血
後
約
1
時
間
で

P
S
A
の
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
す
。

■
P
S
A
の
結
果
が
出
た
ら

　
当
院
で
は
日
本
臨
床
検
査
医
学

会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
、4.0 

ng/mL
を

基
準
値
に
設
定
し
て
い
ま
す
。P
S
A

高
値
は〝
前
立
腺
が
ん
疑
い
〞と
言

え
ま
す（
が
ん
以
外
の
前
立
腺
疾
患

で
も
高
値
と
な
る
た
め
、前
立
腺
が
ん

と
は
断
定
で
き
ま
せ
ん
）。そ
の
場
合
、

針
で
前
立
腺
組
織
の
一
部
を
採
り
顕
微

鏡
で
調
べ
、そ
の
組
織
に
が
ん
が
確
認

さ
れ
る
こ
と
で
は
じ
め
て
前
立
腺
が

ん
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

■
定
期
健
診
の
す
す
め

　
前
立
腺
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め

に
定
期
的
な
検
査
が
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
。当
院
健
診
セ
ン
タ
ー
で
も
検
査

が
で
き
ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
臨
床
検
査
技

師
は
迅
速
か
つ
正
確
な
検
査
で
診
療

に
必
要
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　      

臨
床
検
査
技
師
　
長
谷
川 

聖

　

  

検
査
値
っ
て
な
あ
に
？

中
高
年
男
性
に
急
増
す
る

が
ん
を
見
つ
け
る
P
S
A
検
査

自動分析装置での検査の様子
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大
切
な
人
と「
人
生
会
議
」を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　　　
2
0
1
8
年
11
月
に
A
C
P（
ア

ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

が「
人
生
会
議
」と
い
う
愛
称
に
な

り
ま
し
た
。ま
た
、
11
月
30
日（
い
い

み
と
り
・
み
と
ら
れ
）を「
人
生
会
議

の
日
」と
し
、人
生
の
最
終
段
階
に

お
け
る
医
療
・
ケ
ア
に
つ
い
て
考
え

る
日
と
し
ま
し
た
。
縁
起
で
も
な

い
と
思
う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。し
か
し
、誰
で
も
、い
つ
で
も
、

命
に
関
わ
る
大
き
な
病
気
や
け
が
を

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
命
の

危
機
が
迫
っ
た
状
態
に
な
る
と
、約

70
%
の
方
が
自
分
の
望
む
医
療
や

ケ
ア
を
人
に
伝
え
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
自
分
が
望
む
医
療
・
ケ
ア

を
受
け
る
た
め
に
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
医

療
や
ケ
ア
を
望
ん
で
い
る
か
を

自
分
自
身
で
考
え
、信
頼
す
る
人

と
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

何
か
を
決
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
価
値
観
や
人
生
観
を
共
有
す

る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。一
度

大
切
な
人
と
、
人
生
会
議
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　

看
護
師
　
近
藤 

藍

　

　　
4
月
か
ら
刈
谷
豊
田
総
合
病
院

で
研
修
医
と
し
て
働
き
は
じ
め
、

自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感
し
な
が
ら

も
、
日
々
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ん
で
い
ま
す
。

　
私
は
、
脳
神
経
内
科
か
ら
診
療

科
の
研
修
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

神
経
診
察
の
方
法
や
画
像
の
読
み

方
な
ど
、実
際
の
臨
床

の
場
で
し
か
学
べ
な

い
こ
と
を
た
く
さ
ん

勉
強
す
る
こ
と
が
で

き
、と
て
も
充
実
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
科
を
研

修
し
な
が
ら
救
急
外

来
で
初
期
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
迅
速

で
的
確
な
判
断
を
求

め
ら
れ
る
現
場
で
、よ

り
正
確
な
診
療
を
行

え
る
よ
う
上
級
医
の

優
し
く
熱
心
な
指
導

の
下
、経
験
を
積
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、
看
護
師
・
技

師
な
ど
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
に
も
親
切
に
し
て

い
た
だ
き
、チ
ー
ム
医
療
の
力
で
診

療
を
行
っ
て
い
る
と
実
感
で
き
ま

す
。

　
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
が
多
い
で

す
が
、こ
れ
か
ら
も
一
つ
ず
つ
知
識

と
技
術
を
身
に
つ
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　  

臨
床
研
修
医
　
石
田 
美
紗

　

  

「
人
生
会
議
」と
は
、も

し
も
の
と
き
の
た
め

に
、あ
な
た
が
望
む
医

療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
前
も
っ
て
考
え
、

家
族
等
や
医
療
・
ケ
ア
チ
ー
ム
と
繰

り
返
し
話
し
合
い
、共
有
す
る
取
組

の
こ
と
で
す
。

（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

看
護
部
だ
よ
り

研
修
医
だ
よ
り

　
皆
さ
ん
は「
嚥
下
障
害
」と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。
食
べ
物
を
飲
み
込
む
力
が

弱
く
な
っ
た
状
態
を「
嚥
下
障
害
」

と
い
い
ま
す
。
嚥
下
障
害
に
な
る

と
、
食
べ
物
が
飲
み
込
み
に
く
い
、

む
せ
る
、
飲
み
込
ん
だ
後
に
声
が

ガ
ラ
ガ
ラ
す
る
な
ど
の
症
状
が
現

れ
ま
す
。

　
そ
の
な
か
の「
む
せ
」
は
、
食
べ

物
や
水
分
が
声
帯
を
越
え
て
気
管

に
入
り
込
ん
だ
時
に
、
気
管
か
ら

押
し
出
そ
う
と
し
て
起
こ
り
ま

す
。
声
帯
は
普
段
は
開
い
て
い
ま

す
が
、
飲
み
込
む
瞬
間
は
食
べ
物

や
水
分
が
気
管
に
入
ら
な
い
よ

う
、
隙
間
な
く
閉
ま
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
時
、
声
帯
が

十
分
に
閉
ま
っ
て
い
な
い
と
「
む

せ
」の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
声
帯
の
閉
ま

り
を
強
く
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
力
を
入
れ
る
運
動
を
し
な
が
ら

声
を
出
す
こ
と
で
、声
帯
を
強
く
閉

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹇
方
法
﹈

　
壁
や
椅
子
を
押
す
、手
と
手
を
押
し

合
い
な
が
ら
、
強
く
声
を
出
す

（「
え
!
」「
え
い
!
」な
ど
）。

﹇
注
意
事
項
﹈

　
立
つ
こ
と
に
不
安
の
あ
る
方
は
、

座
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。物
を
押
す

時
は
、動
か
な
い
物
を
使
用
し
転
倒
し

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
息
を
こ
ら
え
る
こ
と
で
声
帯
を

し
っ
か
り
と
閉
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、気
管
に
食
べ
物
が
入
り
に
く
く
な

り
ま
す
。

﹇
方
法
﹈

①
鼻
か
ら
息
を
吸
う
　
　
　
　

②
吸
っ
た
ま
ま
グ
ッ
と
息
を
こ
ら
え
る

　（
2
〜
3
秒
程
度
）　

③〝
は
ぁ
〜
〞と
口
か
ら
息
を
吐
く

﹇
注
意
事
項
﹈

　
息
を
こ
ら
え
る
時
に
、力
を
こ
め

て
発
声
練
習
の〝
壁
や
机
を
押
す
〞

な
ど
力
を
入
れ
る
運
動
を
一
緒
に
行

う
と
、声
帯
が
強
く
閉
ま
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

　
上
記
二
つ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、

血
圧
や
呼
吸
状
態
を
確
認
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
高
血
圧
や
循

環
器
疾
患
の
あ
る
方
は
か
か
り
つ

け
医
に
相
談
し
た
上
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、飲
食
時
に「
一
口
の
量
を
少

な
め
に
す
る
」「
飲
む
ペ
ー
ス
が
速

く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
」な
ど
の

心
が
け
も
大
切
で
す
。そ
れ
で
も
む

せ
て
し
ま
う
方
は
か
か
り
つ
け
医
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。　

　
食
事
や
水
分
は
栄
養
補
給
だ
け

の
目
的
で
な
く
、生
活
の
中
の
楽
し

み
で
も
あ
り
ま
す
。嚥
下
機
能
を
保

ち
、健
康
で
楽
し
い
食
生
活
を
維
持

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

 　
　

　
　
　

   

言
語
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覚
士
　
尾
崎 

菜
穂

　

ひ
と
り
で
で
き
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

壁や椅子を押す状態手と手を押し合う状態

吸う こらえる 吐く

  

嚥
下
障
害
　

〜
む
せ
な
い
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

え
ん  
げ

力
を
こ
め
て
発
声
練
習

息
を
こ
ら
え
る
体
操 
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（0566）25-8387〈栄養科〉教室予約完全予約制
対象は当院で栄養指導を受けたことがある方または医師から指示があった方です。参加を希望される方は栄養科までご連絡ください。
栄養科の教室

午前10時～12時30分 当院生活習慣病患者・
家族の皆さま

5棟2階
調理実習室

ヘルシークッキング教室 2019年8月  8日（木）
2019年9月12日（木）

栄養食事指導料
+材料費600円（税抜）

午後1時30分～3時 当院慢性腎臓病患者・
家族の皆さま　

診療棟5階 
第5会議室慢性腎臓病教室 2019年7月24日（水）

2019年8月28日（水） 栄養食事指導料

午前10時30分～12時 当院心臓病患者・
家族の皆さま

5棟2階
調理実習室

心臓病のための
栄養セミナー

2019年8月  7日（水）
2019年9月  4日（水）

栄養食事指導料

午前11時30分～12時30分 塩分制限を必要とする
当院患者・家族の皆さま

5棟2階
調理実習室減塩食体験会 2019年8月22日（木）・23日（金）

2019年9月19日（木）・20日（金）
栄養食事指導料
+材料費600円（税抜）

対象者講 義 日 時 場 所 費 用

Information

診療棟1階 
患者サポートセンター内

月～金曜日、第1・3土曜日
（休診日は除く）
月～金曜日：午前8時30分～午後4時45分
第1・3土曜日：午前8時30分～午後2時

（0566）25-8110〈がん相談支援センター〉お問合せ
がん診療拠点病院として、がん患者さんの支援を積極的に行っています。お気軽にお立ち寄りください。
がんに関する情報

がんに関するさまざまな相談にピアサポーターがお応えします。
ピアサポーター（がん治療体験者）による院内相談会 毎月第1木曜日（休診日は除く）

午前10時～12時 診療棟1階 正面玄関

がんに関するさまざまな相談に看護師や医療ソーシャルワーカーがお応えします。
がん相談支援センター

がん患者・家族の皆さまが
共に学び、語り合う場所です。

がんサロン 懇親会

がん看護専門看護師　鈴木 さやか
誰にでもできるリラクセーション

2019年8月17日（土）
午前10時～11時 診療棟4階 

がん情報ラウンジ

がんの治療と仕事の両立や就労の不安・悩みなどに社会保険労務士がお応えします。
お問合せ先にお電話いただくか、がん相談支援センターまでお越しください。

社会保険労務士によるがん患者さん相談会 毎月第1木曜日（休診日は除く）
午前10時～12時 診療棟1階 正面玄関

予約方法

参加無料 予約不要

相談時間 30分程度

参加無料 予約優先

相談無料 予約不要

参加無料 予約不要

日　時内　容 場　所

※都合により、内容は変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

（毎月第３土）※7月は休会
2019年9月21日（土）
午前10時～11時

［ いしんでんしん ］

広 報 誌 タ イト ル

本来「心を以って心に伝う」の意、以心伝心。私たちの業務も
患者さんの言葉のみに頼らず、表情、しぐさ、その向こうにあ
る心の訴えに充分に目を向ける「心配り」を大切にすることが
「医療安全」はもとより、快適な診療をお届けする基本だと考
えます。そんな意を込め「以」を「医」としてタイトルにいたし
ました。

余　聞
牽牛星（けんぎゅうせい：彦星）と織女星（しょくじょせい：織姫）に
書道の上達を祈り、詩歌の文を供える慣わしから「文月」とも言
われる７月。梅雨明けを待ちかねた蝉たちの大合唱、漆黒の空を
華やかに染め上げる花火など、今夏も盛りが近づいています。
連休のプランに胸を高鳴らせる子どもたちも多いことでしょう。
しっかり睡眠時間をとり、夏バテのないようご自愛ください。

　　　　　　　　　　　　　　　広報委員　伊藤 英史

（0566）25-9215〈広報グループ〉お問合せイベント

日時

（0566）25-2810〈総合相談室（医療福祉相談グループ）〉お問合せ

乳がんと診断された方の会です。どなたでもご参加いただけます。
水曜会

患者会・教室
参加無料 予約不要

日時
パーキンソン病患者・家族の会 参加無料 予約不要

診療棟5階 
第4会議室

場所 （0566）25-2810
〈総合相談室（医療福祉相談グループ）〉

お問合せ

骨粗しょう症教室
日時

診療棟5階 
第3会議室

場所 （0566）25-8014〈整形外科外来〉お問合せ

参加無料 予約不要

COPD教室
日時

参加無料 予約不要

診療棟5階 
第3会議室

場所 （0566）25-8304〈地域連携室〉お問合せ

2019年9月

2019年9月9日（月）午後2時～3時30分

2019年 8月5日（月）午後2時～3時30分 

2019年 9月21日（土）午前10時～11時

院内コンサート
内 容

参加無料 予約不要

日 時 演 奏

サウンドクリエーション
ジャズオーケストラJAZZコンサート 2019年9月21日（土）

午後2時30分～3時15分

診療棟2階　場所

1
6
7
9
10
11
13
15
17
19
20

○○○○○の朝寝坊
平等院がある、京都府の市
印鑑証明がとれるハンコ
厄払いやお宮参りで行くところ
ネコがゴロゴロと鳴らす
お相撲さんが腰にしめる
針金をカットできる工具
ことわざ「○○○の不養生」
家庭用電気製品のことを略して
憂鬱な気持ちをパーッと発散
立つ鳥○○を濁さず

ヨコのカギ

1
2
3
4
5
8
12
13
14
16
18

「薬局に行ってきて」などと頼む
明治頃、西洋人が住んだ洋風住宅
上着とズボンの寝巻き
支持○○が気になる総理大臣
エアコンの○○○を26度に設定
子どもはウリ坊
ロゼといえばこのお酒
ハケやローラーで塗る
肩の○○○を抜いて深呼吸      
「日本」の古い呼び名
師匠のもとで修行を積む人

タテのカギ

二重ワクの文字をならべかえて
できることばは？

クロスワードパズル

回答欄

1 4 5

6

11

16

18

2019

A

B

2

10

13

17

7 8

14 15

D

3

C

9

E

12

※9月開催日時は未定です。決まりましたら当院
　ホームページまたは院内掲示にてお知らせします。



（0566）25-8387〈栄養科〉教室予約完全予約制
対象は当院で栄養指導を受けたことがある方または医師から指示があった方です。参加を希望される方は栄養科までご連絡ください。
栄養科の教室

午前10時～12時30分 当院生活習慣病患者・
家族の皆さま

5棟2階
調理実習室

ヘルシークッキング教室 2019年8月  8日（木）
2019年9月12日（木）

栄養食事指導料
+材料費600円（税抜）

午後1時30分～3時 当院慢性腎臓病患者・
家族の皆さま　

診療棟5階 
第5会議室慢性腎臓病教室 2019年7月24日（水）

2019年8月28日（水） 栄養食事指導料

午前10時30分～12時 当院心臓病患者・
家族の皆さま

5棟2階
調理実習室

心臓病のための
栄養セミナー

2019年8月  7日（水）
2019年9月  4日（水）

栄養食事指導料

午前11時30分～12時30分 塩分制限を必要とする
当院患者・家族の皆さま

5棟2階
調理実習室減塩食体験会 2019年8月22日（木）・23日（金）

2019年9月19日（木）・20日（金）
栄養食事指導料
+材料費600円（税抜）

対象者講 義 日 時 場 所 費 用

Information

診療棟1階 
患者サポートセンター内

月～金曜日、第1・3土曜日
（休診日は除く）
月～金曜日：午前8時30分～午後4時45分
第1・3土曜日：午前8時30分～午後2時

（0566）25-8110〈がん相談支援センター〉お問合せ
がん診療拠点病院として、がん患者さんの支援を積極的に行っています。お気軽にお立ち寄りください。
がんに関する情報

がんに関するさまざまな相談にピアサポーターがお応えします。
ピアサポーター（がん治療体験者）による院内相談会 毎月第1木曜日（休診日は除く）

午前10時～12時 診療棟1階 正面玄関

がんに関するさまざまな相談に看護師や医療ソーシャルワーカーがお応えします。
がん相談支援センター

がん患者・家族の皆さまが
共に学び、語り合う場所です。

がんサロン 懇親会

がん看護専門看護師　鈴木 さやか
誰にでもできるリラクセーション

2019年8月17日（土）
午前10時～11時 診療棟4階 

がん情報ラウンジ

がんの治療と仕事の両立や就労の不安・悩みなどに社会保険労務士がお応えします。
お問合せ先にお電話いただくか、がん相談支援センターまでお越しください。

社会保険労務士によるがん患者さん相談会 毎月第1木曜日（休診日は除く）
午前10時～12時 診療棟1階 正面玄関

予約方法

参加無料 予約不要

相談時間 30分程度

参加無料 予約優先

相談無料 予約不要

参加無料 予約不要

日　時内　容 場　所

※都合により、内容は変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

（毎月第３土）※7月は休会
2019年9月21日（土）
午前10時～11時

［ いしんでんしん ］

広 報 誌 タ イト ル

本来「心を以って心に伝う」の意、以心伝心。私たちの業務も
患者さんの言葉のみに頼らず、表情、しぐさ、その向こうにあ
る心の訴えに充分に目を向ける「心配り」を大切にすることが
「医療安全」はもとより、快適な診療をお届けする基本だと考
えます。そんな意を込め「以」を「医」としてタイトルにいたし
ました。

余　聞
牽牛星（けんぎゅうせい：彦星）と織女星（しょくじょせい：織姫）に
書道の上達を祈り、詩歌の文を供える慣わしから「文月」とも言
われる７月。梅雨明けを待ちかねた蝉たちの大合唱、漆黒の空を
華やかに染め上げる花火など、今夏も盛りが近づいています。
連休のプランに胸を高鳴らせる子どもたちも多いことでしょう。
しっかり睡眠時間をとり、夏バテのないようご自愛ください。

　　　　　　　　　　　　　　　広報委員　伊藤 英史

（0566）25-9215〈広報グループ〉お問合せイベント

日時

（0566）25-2810〈総合相談室（医療福祉相談グループ）〉お問合せ

乳がんと診断された方の会です。どなたでもご参加いただけます。
水曜会

患者会・教室
参加無料 予約不要

日時
パーキンソン病患者・家族の会 参加無料 予約不要

診療棟5階 
第4会議室

場所 （0566）25-2810
〈総合相談室（医療福祉相談グループ）〉

お問合せ

骨粗しょう症教室
日時

診療棟5階 
第3会議室

場所 （0566）25-8014〈整形外科外来〉お問合せ

参加無料 予約不要

COPD教室
日時

参加無料 予約不要

診療棟5階 
第3会議室

場所 （0566）25-8304〈地域連携室〉お問合せ

2019年9月

2019年9月9日（月）午後2時～3時30分

2019年 8月5日（月）午後2時～3時30分 

2019年 9月21日（土）午前10時～11時

院内コンサート
内 容

参加無料 予約不要

日 時 演 奏

サウンドクリエーション
ジャズオーケストラJAZZコンサート 2019年9月21日（土）

午後2時30分～3時15分

診療棟2階　場所

1
6
7
9
10
11
13
15
17
19
20

○○○○○の朝寝坊
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厄払いやお宮参りで行くところ
ネコがゴロゴロと鳴らす
お相撲さんが腰にしめる
針金をカットできる工具
ことわざ「○○○の不養生」
家庭用電気製品のことを略して
憂鬱な気持ちをパーッと発散
立つ鳥○○を濁さず
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「薬局に行ってきて」などと頼む
明治頃、西洋人が住んだ洋風住宅
上着とズボンの寝巻き
支持○○が気になる総理大臣
エアコンの○○○を26度に設定
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ロゼといえばこのお酒
ハケやローラーで塗る
肩の○○○を抜いて深呼吸      
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※9月開催日時は未定です。決まりましたら当院
　ホームページまたは院内掲示にてお知らせします。



 　夏が旬の果物といえば、スイカですね。スイカに多く含まれるカリウム
は、疲労回復、高血圧予防、利尿作用があるとされています。また、スイ
カの赤い色素にはβカロテンが含まれており、粘膜や皮膚、免疫機能を
正常に保つとされています。夏の暑さで疲れた身体に優しく、夏バテに
効果がある食材の一つです。
　今回は、スイカを使った暑い夏にピッタリなシャーベットをご紹介します。
ゼラチンを加えることで、口当たりがなめらかで、ふんわりとした仕上がりに
なります。スイカの甘さを爽やかに感じるシャーベットで涼を取りましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　       管理栄養士　辻 友花

スイカのシャーベット
今回のお料理
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　［予約変更専用窓口］　0566-25-8103　　　
　［歯科口腔外科外来］　0566-25-8020

［ 救急外来について ］
当院の救急外来は、重症度の高い患者さんを優先に診療いたします。円滑な
救急医療を行うため、なるべくかかりつけ医か休日診療所、在宅当番医を受診
してください。必要に応じて当院にご紹介いただくシステムになっています。

［ 紹介状持参のお願い ］
当院の外来診療は紹介型専門外来です。初診の方は、地域診療所からの紹介状
（診療情報提供書）を必ずお持ちください。紹介状なしで受診された場合、初診時の
選定療養費（自費）5,000円（税抜）がかかり、待ち時間が長くなりますので
あらかじめご了承ください。

当院は、地域医療連携を推進しています。当院を受診される場合は、かかりつけ医
からの紹介と予約が必要です。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

■予約変更専用窓口について

■かかりつけ医を持ちましょう

予約の変更・確認は、予約変更専用窓口で承ります。
ただし、歯科口腔外科の場合は歯科口腔外科外来までご連絡ください。

http://www.toyota-kai .or . jp/
刈谷豊田総合病院 検索

バックナンバーは当院ホームページにてご覧いただけます日本医療機能評価機構の
認定を受けています

卒後臨床研修評価機構の
認定を受けています

ISO 9001

ISO14001

ISO15189

2006年2月に認証取得

2000年2月に認証取得

2007年2月に自己宣言に移行

2010年11月に認定取得

：

：

：

作り方

粉ゼラチンを小さじ１の水で5分ほどふやかす。
皮と種を除いたスイカを形がなくなるまでミキサーにかける。
鍋に❷とグラニュー糖を加え、中火にかける。グラニュー糖が溶け、沸騰
しない程度に温めたら火からおろす。
鍋が温かいうちに❶を加えゼラチンが溶けたら、レモン汁を加えて
バットなどの平らな容器に流し入れ、あら熱が取れたら冷凍庫で凍らせる。
表面が固まったらスプーンで全体をかき混ぜ、再び冷凍庫で凍らせる。
【目安：1人前（100g程度）→1時間程度、4人前（400g程度）→2時間程度】
スプーンですくえるかたさになったら器に盛りつけ、お好みでトッピング
をする。

❶
❷
❸

❹

❺

❻

すを Season’s Cooking

スイカ（皮と種を除いたもの）
グラニュー糖・・・・・・・・・・・・・・
レモン汁・・・・・・・・・・・・
粉ゼラチン・・・・・・・・・・・・・・・・

100g
3g

小さじ1/2
2g

材料（1人分）

広報誌

分野で社会に貢献します。保健 医療 福祉

ご自由にお取りください
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Message　
熱中症に気をつけよう!
東分院・高浜分院 
名称変更
高浜豊田病院として
新築移転

特集
福祉の窓から
在宅療養あれこれ
モノ知り博士
Information
娯楽室
旬を食す

P.01
P.02
P.03

P.05
P.09

P.10
P.13
P.14
P.15

INDEX

お好みでトッピング
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適量
大さじ1/2(7g)

［ 夏期休診日のご案内 ］
2019年8月12日（月）～15日（木）

2019年7月20日（土）、9月7日（土）、11月2日（土）
※ただし、緊急の場合はこの限りではありません。
　当院の救急外来では重症度の高い患者さんを優先に診療いたしますので、
　あらかじめご了承ください。

クロスワードの解答
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ゴールデンウィーク中の診療に伴う
振替休診日のご案内
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